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9月 28日（土） 9：30～12： 30 

「生き残れ老上!」  

老上防災フェス  

会場：老上小学校体育館 

7月 26日（金） 19：15～ 

防災ネットワーク  

情報伝達訓練  
本部：老上まちづくりセンター 
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ホーム 

ページ 

老上学区まちづくり協議会 

ＳＯＳ委員会  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

活用しよう版は 
老上学区内で全戸配布します。「老上学区地区防

災計画」に基づいて作成していますが、読んで終わり 

というものではなく、記事を元に調べたり考えたり

して、役立ててください。新しい取り組みのアイデ   

アがあれば、ご提 

案ください。 

防災ネットワー 

クやＳＯＳ委員 

会への参加も 

随時受け付け 

ています。 

 

 

老上学区 

まちづくり協議会 

℡：077-564     

-1430 

S O S ネット老上 

セーフティ・おいかみ・システム 老上学区 検索
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老上学区地区防災計画は 

行動につなげる計画書 

防災 

ネットワーク

本部 

町内会・マンションの 

防災ネットワーク担当 
「知る」「備える」「体

験する」などのブース

を巡ります。スタンプ

ラリーやゲーム、歌、ク

イズもあります。 

子どもも、大人も、どなたでも参加できます。 

ご家族、ご近所同士 

あるいはお一人でも 

気軽にお越し下さい。 

詳細は後日、お知ら 

せします。 

 

 

※担当者は都合で参加できない場合、代理の方のご

参加をお願いします。その場合はご連絡先をお知

らせ下さい。 

 （老上まちづくりセンター  ℡：077-564-1430） 

ネットワー

ク本部員は夜

間の本部設

営と連絡網の

確認をおこな

います。 

担当者は連絡網の確認 

（自宅などから LINE ま 

たは電話による連絡） 

※まちづくりセンターに

お越し頂く必要はあ

りません。 

老上学区 

地区防災計画 老上学区地区防災計画は 
町内会やマンション組織など「老上学区防災ネット

ワーク」参加団体の担当者に配布されています。 

担当の方が代われば、引き継がれます。 

内容が更新されるとそのページを差し替えてい 

きます。参加団体 

それぞれの取り 

組みを記載した 

欄もあるので、 

内容を変更さ 

れたら連絡を 

してください。 
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ＳＯＳ委員会で研修も実施 防災計画の具体策実行と進捗チェック 
 

事業所のみなさんの
協力を得ます 

「事前の備え」の

例を載せています 「構成グループの体制」をまとめています 

 

まずは自分に合

わせたものを考え、

さらに個人・家庭の

備えを紹介し合う

ことで、新しい気づ

きが生まれることが

あります。 

防災ネットワーク参加団体の取り組みを載せ

ています。「団体の特徴」「防災の取り組み」

「防災活動の課題」「避難体制と避難場所」な

どです。参考にして、良い点は取り入れてくださ

い。改定されたらご連絡ください。 

「老上学区地区防災計画」は、私たち住民が自らでつ

くるものです。「地震災害編」として、地震災害に的を絞っ

ていますが、今後は風水害などにも対応できるものにする

ため、みなさんの防災ネットワークへの参加をお待ちして

います。 

学区内の事業所に

も、災害発生時や平常

時にできることをお聞

きして、防災ネットワー

クに参加していただい

ています。 

ＳＯＳ委員は「老上みらい応援隊」の一つとして、公募

に応じて集まっているメンバーです。この 4 月からは人数

が増えて、オブザーバーを含めると 20名になりました。防

災ネットワークの事務局の役割もあります。 

毎年、やるべき事を決

めています。年に 4回のＳ

ＯＳ委員会で進み具合を

確認します。 

また、各々ができること

にもとづいて、チーム分け

をして活動しています。 

5月のＳＯＳ委員会で「令和 6年能登半島地震災害 

ボランティアセンター運営支援を通して」をテーマに研

修を行いました。 

石川県七尾市に草津市社会福祉協議会から支援に

入られた内田萌花さんを講師に招き、ニュースだけでは

分からない実情を聞きました。 

 多くのボランティアが

集まっても対応できる

仕組みがないと、充分

な働きができません。そ

こで、災害発生後に設

けられる災害ボランティ

アセンターの仕組みを

学びました。 

 会場には老上学区社

会福祉協議会のメンバ

ーも参加しました。 

 

計画 

チェックシート 


